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■研究報告■
 転居高齢者の生活適応の経過に関連する要因 
 ― ライフ・ライン・メソッドを用いた検討 ― 
 古田加代子 1 ，輿水めぐみ 2 ，流石ゆり子 3 
 Factors related to adaptation in relocated elderly 
using the life-line method 











































































































 1 ．研究デザイン 


























































































































































注）1. 調査時平均年齢±標準偏差は 82.7 ± 8.5( 歳 )、転居時平均年齢±標準偏差は 78.7 ± 9.0（歳）
　　2. 転居理由については、「どちらかというと自分が望んでいた」「どちらかというと仕方がないと思っていた」から選択してもらった
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